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国立大学法人信州大学の中期目標項目 

 

…見出しのみ県立大学設立準備課で加工 

１ 中期目標の期間 

中期目標の期間は，平成 28年４月１日から平成 34年３月 31日までの６年間 

 

２ 教育研究等の質の向上 

教育内容及び教育の成果等 

【１】 学士課程においては，全学的な指針のもとで教員・学生同士の人的交流を重視した学

士課程教育を展開し，次代を切り拓きグローバルに活躍できる人材を育成する。 

【２】 大学院課程においては，教育課程の組織的展開を図り，高度専門職業人としての専門

的能力に加え，幅広い領域の知識を備えた，現代のグローバル社会で指導的役割を果

たしうる人材を育成する。 

【３】 成績評価及び卒業・修了認定の更なる厳格化を進め，教育の質を保証する仕組を整備

し，学位授与の方針に合致する人材を輩出する。 

教育の実施体制等 

【４】 多分野の教員が所属する学術研究院を活用して教員を配置し，効果的な教育プログラ

ムを展開するとともに，教育企画機能及び教育実施機能の充実により，教育の質を向

上させるシステムの高度化を図る。 

【５】 主体的学修を促すため，教育・学修環境の整備を実施し，教育の質を向上させる。 

学生への支援 

【６】 学生の多様なニーズに対応したきめ細かな支援を実施し，学生に充実したキャンパス

ライフを提供する。 

入学者選抜 

【７】 入学者受入方針で求める人材を適正に選抜するための改革を進める。 

研究水準及び研究の成果等 

【８】 独創的研究の基に本学の強みや特色である「エネルギー複合材料」，「繊維・ファイバ

ー工学」，「水浄化・水循環再利用」，「生命科学」，「山岳科学」の分野からなる先鋭領

域融合研究群を中心に，イノベーション創出に向けた研究を推進し，社会の持続的発

展に貢献する。 

研究実施体制等 

【９】 研究者が研究を円滑に実施する体制を構築し，研究の質を向上させる。 
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社会との連携や社会貢献及び地域を志向した教育・研究 

【10】 地域の知の拠点として大学の機能強化を図り，地域の諸課題の解決及び地域を支える

人材育成等を行い，地域の活性化につなげる。 

【11】 イノベーションの創出と社会の持続的な発展のために，産学官連携や社会貢献を通じ

た活動を展開する。 

グローバル化 

【12】 グローバル化する社会に対応するため，本学の教育研究の国際通用性を向上させる。 

 附属病院・附属学校 

【13】 長野県の拠点病院として，医療人育成を図り，より高度な医療の研究開発を行い，地

域へ還元する。 

【14】 長野県の拠点病院として，高度な医療を提供するため，病院の機能をより強化する。 

【15】 本学附属学校園の３つの使命（初等教育・中等教育実践，教育実習指導，教育実践研

究の推進）を遂行するため，教育活動，学校運営を行い，機能を強化する。 

 

３ 業務運営の改善及び効率化 

組織運営の改善 

【16】 学長のリーダーシップのもと，信大改革を主体的・自律的に推進するとともに，ガバ

ナンス体制について監査を行い，大学の持続的発展につなげる。 

【17】 若手研究者，外国人研究者，女性教員の比率を向上させ，多様性のある教育研究環境

を形成する。 

教育研究組織の見直し 

【18】 社会や地域のニーズを踏まえ，大学の強みや特色を生かし，教育研究体制を不断に見

直し，教育・研究・社会貢献の機能を強化する。 

事務等の効率化・合理化 

【19】 事務組織の業務の見直し，事務の効率化・合理化を進める。 

 

４ 財務内容の改善 

外部研究資金、寄付金その他の自己収入の増加 

【20】 教育，研究，診療及び地域貢献を推進するため，自主財源の増加に努め，大学の活性

化を図る。 
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経費の抑制 

【21】 大学の運営に係る経費の抑制に努める。 

資産の運用管理の改善 

【22】 資産の効果的・効率的な運用に努める。 

 

５ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供 

評価の充実 

【23】 透明性のある自己点検・評価を実施し，大学運営の不断の改善につなげる。 

情報公開や情報発信等の推進 

【24】 社会の発展につなげるため，大学の諸活動をわかりやすく積極的に情報発信する。 

 

６ その他業務運営 

施設設備の整備・活用等 

【25】 安全・安心な教育研究活動を支えるサスティナブルキャンパスの形成を推進する。 

安全管理 

【26】 学生・教職員が健康で安全・安心に活動するキャンパス環境を醸成する。 

法令遵守等 

【27】 研究活動上の不正行為の防止等をはじめとする，法令遵守（コンプライアンス）の徹

底を図る。 

 


